
1.上枠下面と上框上面とのチリ寸法は、 3mmとなる
　ようドア吊り込み時調整（アーム調整板にて）して
　吊り込んでください。
2.トップピボット（上框落下防止対策品）のトップ軸
　をトップピボット下部下面に沈むまで締め込み、軸
　抜け止めセットスクリューを締め付けてください。
3.トップピボット上部（上枠側）に突き出ているトッ
　プ軸先端側面にねじ込まれている上框落下防止ネジ
　を、　ドライバーで5mm程度、引き出してくださ
　い。落下防止ネジは引き出しすぎないようにご注意
　ください。

強化ガラス扉「上框落下防止対策」取付説明

強化ガラス扉の上框は、ガラスに固定されていますのでガラスが割れると、上框が落下する恐れがあり、
危険ですので下記手順で扉を吊り込み、安全を確認してください。

中心吊扉吊り込み手順

持出吊扉吊り込み手順

1.上枠下面と上框上面とのチリ寸法は、3mmとなるようドア吊り込み時調整（アーム調整板にて）して吊り込んでください。〔図-1〕
2.トップピボット（上框落下防止対策品）のトップ軸を扉側の軸受けに十分に挿入してください。
3.上框の戸尻側穴（φ8）から○＋ドライバーで、トップ軸の軸溝にネジ先端部がはまり込むようにセットされている、上框落下防止ネジを
　締め付けてください。（扉を開ければ作業は容易です。）〔図-2〕
4.上框落下防止ネジを締め込み後、ドア吊り込み操作ネジ（ボールスクリュー）を回してトップ軸を上下させ、上にあがらないことを確認
　してください。確認後、トップ軸をふたたび最後まで下げてください。

注）フロアヒンジ取り替え等で扉取り外し時は、落下防止ネジを緩めてから
　　トップ軸を上にあげてください。
　　落下防止ネジは、緩めすぎて抜けないようにご注意ください。

注）フロアヒンジ取り替え等で扉取り外し時は、落下防止ネジをネジ部がトップ軸に隠れるまでねじ込んだ後に、トップ軸を下げてください。
　　ねじ込みすぎますとネジ先端部が軸の反対側に突出しますのでご注意ください。
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D-520N・520N OVERHEAD DOOR CLOSERS

中心吊自由開き

〔内外115°開〕★外部扉には使用しないで下さい。
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3-M6×25 六角穴付ロックボルト

2-×M6×12 六角穴付ロックボルト

ドア閉鎖位置調整ボルト
2-M6×25 六角ボルト

4-M6用穴

4-M6×20 皿小ネジ

M6×25 皿小ネジ

M6×25 すりわり付平小ネジ

切欠き①図参照

ライナー 別途

ウラ板 別途

カバープレート（室内側）

M12

本体取付金具（別途）

閉扉速度調整弁

20％

呼　称　品　番
ストップ付 ストップなし 巾×高さmm以下

適用ドア寸法 ド　ア
質　量
kg以下

D-520N 520N 900×2,100 50

速くなる 遅くなる

■閉扉速度調整方法
　上枠に取付けられた本体にある
　閉扉速度調整弁を少しずつ回し
　て調整します。

12

12

PL
17
.5 13

PL76

21 33

67 　2-φ2.5×5
なべタッピングネジ

ドア上部サイド切欠寸法 ドア巾方向調整ネジ穴切欠

アームセットプレート取付ドア切欠詳細図
（切欠箇所はカバープレートで隠す）
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1 ヒンジ本体（上枠側）

4 ボトムプレート

2 アーム（ドア上部）

3 ピボットアーム（ドア下部）
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t4.5 裏板（別途）

3-M4 プレート取付用

切欠き②図参照

ドア巾方向調整ネジ

切欠き②図参照

閉扉速度調整弁


